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現代中国における大学生の「日本」イメージ 
 ― 日本語専攻生、日本語学習生、日本語非学習生の比較 ― 
                            見城悌治・三村達也 
   要旨  
   中国国内で学んでいる大学生が有している「日本」イメージについて、アン 
ケートと聞き取りによる調査を行った。その結果、日本語を学んでいない学生 
の回答は、戦争の歴史をめぐるものが多かった。一方で、日本語学習をしてい 
る学生は日本の現代文化・社会に関心を持ち始めていき、日本語専攻生に至る 
と伝統文化を含めた知識の質量が増加していく傾向があることが分かった。つ 
まり、中国大学生の日本文化、社会理解は多方面に広がっているのである。し 
かし、戦争記憶の問題がそれで霧散するわけではなく、それ自体としての解決 
も模索すべきこと、また日本の中国理解も深めていくべきことにも触れた。 
 
はじめに 
中国のＧＤＰは、2010 年中に日本を追い抜くとされるが、両国間における経済・産業面
での緊密度は一層増しつつある。それは一方で、人的交流がさらに促進されることを意味
するが、2009 年度において、日本で学ぶ中国留学生数は、過去最高の 79,082 名になった。
前年比 8.7％増で、全留学生（132,730人）中、59.6％を占める計算である。第二位の韓国
が 19,605名（全体比 14.8％）なので、相変わらず圧倒的な首位を占めている（1）。 
こうしたなか、中国の若者が日本に対して抱いているイメージや学びたいものを知った
上で、適切な教育や相互理解を進めていく必要はあるだろう。 
筆者たちのうち、見城（2）は、日本で学ぶ留学生の教育や彼らと日本人との文化交流活
動のコーディネイトに携わり、また三村（3）は、中国安徽省で大学生に「日本語」ほかを
教えている。三村はもとよりであるが、見城も、在日留学生の６割が中国学生であること
から、こうした観点からのデータ収集を行う必要を強く感じている。 
すでに見城は、中国の日本語専攻学生を対象にしたアンケート調査を2006年2月に行い、
「現代中国における日本語専攻大学生の『日本』イメージ」としてまとめている。この時
の回答者たちの「日本」イメージは、「桜」「富士山」、また戦争等に関わる「歴史認識」
だけでなく、それ以上に現代社会・文化などの多方面に興味関心が広がっていたこと、ま
た彼らが「日本について学びたい」ものは、伝統文化だけでなく、現代社会・文化への興
味関心も高いこと、それらを2006年時の結論とした（4）。 
それから 4年あまり経った 2009年 12月から 2010年 3月にかけ、前回と同じアンケート
を、見城と三村は中国の複数の大学で実施することを得た。2006 年 2 月に実施したアンケ
ート（以下、「2006年」と略記する）が、日本語専攻学生 211名を対象としたものであった
のに対し、今回は日本語専攻生に留まらず、日本語学習生（専門は様々だが、日本語を履
修している学生）、非学習生（日本語履修をしていない学生）を含め、総数 1452 名からの
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データを集めることができた。 
ところで、2006 年 2 月の調査の後、中国自体に、また日中関係にどのような変化があっ
ただろうか。まず、特記すべきは、2008 年 8 月に北京でオリンピックが開催されたことで
あろう。それが、国際社会に中国を強くアピールする機会になったことは周知の通りであ
る。またその前から継続する中国の経済成長は、同年末の金融危機をいち早く脱出し、今
や世界経済に占める影響力はきわめて大きくなった。上海世界博覧会開催を 2010年 5月に
控えていたことを合わせると、今回のアンケート調査は、世界に対し、中国が自身をさら
に積極的に示そうとする時期に行われたと言える。 
一方、日中関係について言えば、「靖国参拝」で両国の外交関係に軋みを生んだ小泉純一
郎の長期政権が 2006 年 9 月に終わった後、3 名の首相がそれぞれ一年で退陣するという異
常事態の後、2009 年 8 月には、総選挙で自民党を大敗に追いやった民主党の鳩山政権が誕
生した。自民党時代に比べ、「親中」的と理解されており、対日世論は改善されつつあると
される。首脳クラスの往来としては、2008 年 5 月の胡錦涛主席の来日のほか、本アンケー
ト実施前には、小沢一郎民主党幹事長の訪中、また中国・習近平副主席の訪日があった。 
こうした時期に行なった中国大学生の「日本」イメージ調査は、どのような結果になっ
たのだろうか。本稿は、第Ⅰ章で、アンケート調査の結果紹介、日本語専攻生・日本語学
習生・非学習生の日本イメージの異同、2006年との比較などについてまとめた（見城担当）。
また第Ⅱ章では、アンケート結果の特色を踏まえ、中国の日本語専攻生と日本語学習生、
非学習生の三者にフォローアップ・インタビューを行い、「日本語を学ぶ過程で、日本イメ
ージに何らかの変化があったのか否か」など、アンケートでは尋ねにくかったことを具体
的に聞き出そうとした（三村担当）。 
こうした二様からのアプローチによって、現代中国の大学生の「日本イメージ」を立体
的に構築しようとするのが、本稿の目的である。 
 
Ⅰ 「日本」イメージアンケートの概要と回答結果 
 
（１）アンケート内容 
アンケートの質問項目は以下の通りであった（2006年と比較することを本稿の目的の一
つとしたため、項目は前回と同一にしている）。 
○属性など 
性別、学年、出身省・市、日本に行った経験の有無。（5） 
○質問項目 
①あなたが「日本」と聞いてイメージするものを、自由に書いてください（複数あげて
くれても良いです）。 
②あなたが「日本」について、学びたいのは、どのような内容ですか。以下から選んで
ください。 
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1）日本の伝統文化、2）日本の現代文化、3）日本の歴史、4）現代日本の政治、 
5）現代日本の経済・産業、6）その他、7）特別に学びたいことはない。 
②については、具体的に想定している内容があれば、それも記載する事、また複数選択
を可とし、その場合は学びたい優先順位を付ける事を指示した（末尾に資料として添付）。 
まずアンケート回答者の属性を説明しておく（表１～7）。回答者の大学別は、表1で示
した。この中では、三村が勤務している阜陽師範学院（6）の学生が717名にのぼり、最大勢
力となった（全回答者の半数に当たる）。同校からは、日本語専攻生（日本語学科在籍者）
のみならず、他学科所属だが、日本語を学習している学生、日本語を全く学習していない
学生の3タイプのデータを収集することを得た。一方、湖南大学（7）からは日本語専攻生、
武漢科技学院(8)は日本語学習生、上海師範大学（9）は同専攻生、復旦大学（10）は同学習
生と非学習生、赤峰学院（11）は同専攻生のデータを得ることができた。 
学年別（表2）で、最も多かったのは3年生で38％を占めた。大学院生の回答も若干含ま
れている（湖南大学 25名、復旦大学 6名）。 
日本語学習の有無（表3）を問うた結果は、日本語専攻学生が4割、学習生が4割、非学習
生が2割に分かれた。内訳を述べておくと、日本語専攻学生からの回答者は、湖南244名、
上海師範201、阜陽師範106、赤峰20。また学習生は、阜陽の英語学科生298、武漢の英語学
科生155、および計算機学科生84、復旦の歴史学受講生の18。そして非学習生は阜陽の313、
復旦の13である。 
なお、日本語を学んでいない、ないし力が不十分な学生のために、中国語の質問紙を用
意したところ、4分の3が中国語で回答した（表5）。母語での回答を可としたことは、「日
本」イメージを自由にかつ多く書くことを可能にしたのではないかと推測している。 
男女比（表4）では、7割が女性だった。そもそも日本語専攻学生は女性が多い傾向にあ
り、2006年では、女性が74％を占めていた。しかし、今回は、日本語専攻以外でも女性が
尐なくなかったため、比率は前回と同様になった。 
 【表1】大学別 回答者数                【表2】学年別 回答者数 
   大学名  人数  比率  学年 人数 比率 
阜陽師範学院（安徽省阜陽市） 717 50%  1 349 24.0% 
湖南大学  （湖南省長沙市） 244 17%  2 301 20.7% 
武漢科技学院（湖北省武漢市） 239 16%  3 554 38.2% 
上海師範大学 （上海市） 201 14%  4 213 14.7% 
復旦大学   （上海市） 31 2%  M1 23 1.6% 
赤峰学院（内モンゴル赤峰市） 20 1%  M2 3 0.2% 
  1452 100%  M3 5 0.3% 
    無記載 4 0.3% 
    総計 1452 100% 
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【表3】日本語学習の有無         【表7】出身地域別 
 
 
 
 
 
 
 
【表4】性別 
 
 
 
 
 
 
 
【表5】回答言語別 
 
言語 人数 比率 
中国語 1076 74% 
日本語 376 26% 
総計 1452 100% 
 
【表6】渡日経験の有無 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出身地域 人数 比率 
安徽省 680 47% 
上海市 186 13% 
湖北省 185 13% 
湖南省 95 7% 
江蘇省 54 4% 
浙江省 38 3% 
河南省 22 2% 
内モンゴル自治区 21 2% 
江西省 19 1% 
山東省 18 1% 
海南省 16 1% 
福建省 14 1% 
四川省 13 1% 
河北省 10 1% 
広東省 10 1% 
遼寧省 8   
重慶市 7   
陝西省 7   
山西省 7   
広西省 6   
吉林省 6   
黒竜江省 4   
甘粛省 4   
北京市 3   
貴州省 3   
寧夏回族自治区 2   
新疆ウイグル自治区 1   
無記載 13   
   総計 1452 100% 
日本語学習の形 人数 比率 
日本語専攻生 571  39% 
日本語学習生 555  38% 
日本語非学習生 326  23% 
総計 1452  100% 
性別 人数 比率 
 女 1000 69% 
 男 346 24% 
無記載 106 7% 
総計 1452 100% 
渡日経験 人数 比率 
あり 69 4.8% 
なし 1294 89.1% 
無記載 89 6.1% 
総計 1452 100% 
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渡日経験（表6）については、「ある」が5％、「ない」が90％となった（2006年は、4％：
94％だったので、ほぼ同一と言える）。豊かになりつつある中国とは言え、実際に日本を
訪問している回答者は尐数にとどまった。 
出身省市別（表7）では、安徽省出身者が5割近くを占めた。阜陽師範学院生のほとんど
が同省出身であるためである。同様に上海師範大学在籍生は上海市、武漢科技学院は湖北
省出身者が多数勢力を占めているため、それらの地域出身者が多くなった。赤峰学院もす
べて内モンゴル自治区の出身者である。一方、重点大学である湖南大学と復旦大学は全国
から学生を募集しているため、結果として、幅広い地域からの回答を得ることができた。 
 
（２）アンケート回答の実際 
１）「日本」イメージについて 
回答は、全くの自由記述とし、さらに「複数回答も可」としたため、きわめて多様な言
葉が連ねられた。本稿では、表記は異なっても、同じ内容を示すと考えた回答は同じカテ
ゴリーに分類した。また複数回答があった場合については、最初に書いた言葉だけを重視
する等の方法は取らず、すべての言葉を拾い上げた。 
つまり、一人が複数回答をした場合、それぞれを一点と数え、それらを累計し、百分比
を算出していることが、本稿の（旧稿も）データ処理の特色である。この方法を取ると、
回答者が記したある言葉（イメージ）が、全回答者の中でのどれくらいの比率を占めたの
かを知ることができる。具体的に言えば、こうである。今回、日本語非学習生は326名いた
が、彼らの回答中に、戦争に関わる言葉が、延べ数で488個も確認できた。この場合、本稿
では「歴史認識をめぐる回答は、日本語非学習生中、150％を占めた」と処理した。それに
よって、彼らの「日本」イメージ中に「戦争」の占める位置の大きさを理解しようとした
のである。 
さて、回答者が列挙した言葉は、筆者たちが項目立てした11のカテゴリーに適宜振り分
けた。その項目は、2006年に準じ、「自然環境」「伝統文化」「食文化」「国民性」「現
代日本政治」「日中関係」「歴史認識」「現代日本社会」「現代日本文化」「スポーツ」
「地名など」とした。見城は、旧稿で、その分類法をこう説明している。「「現代日本政
治」「歴史認識」「日中関係」、さらには「現代日本社会」の大分類は、部分的に重なり
合う回答（言葉）が含まれ、カテゴリー分けに困難を感ずるところ大であった。しかし、
昨今の日中間の不協和音がどのような影響を与えたのかを知りたいなどの理由で、こうし
た分類とした。また「伝統文化」と「食文化」なども近接する領域だが、別立てにした」
云々。 
この分類方法の適否については、読者の批判を仰ぐほかないが、2006年との比較という
観点を重視し、今回もそのまま踏襲することにした（前回設けた「千葉大学」項目だけは
削除し、あとは同一とした）。 
さて、これら11項目に集約した語句の累計を回答者総数（1452）で割った百分比順に示
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すと次のグラフになる。以下で、それぞれの具体的内容と特色について、項目ごとに説明
していこう。 
【図1】現代中国における大学生の「日本」イメージ（2009-2010） 
 
① 現代日本文化 
この分類方法で、今回最も多かった回答は「現代日本文化」に関係する語句（言葉）で
ある。実に、1289名、88.8％の学生が、このカテゴリー内の言葉を回答している（2006年
は63.5％であった）。 
表8-①をご覧いただきたい。回答された項目のうち、5名以上が記載したものを書きだし
たが、きわめて多分野に及んでいる（表の最上欄の「122項目」とは、「漫画」のようなカ
テゴリーが全部で122あったことを示す。以下の項目も同様）。 
この中で圧倒的首位を占めたのは、499名が挙げたアニメ（文化・産業）で、165名のマ
ンガがそれに次いだ。2006年は「アニメ・漫画」を一括して処理したが、全回答者中34％
を占め、第一位だった。今回も断然トップで、しかも合計では45.8％の高率となった。「Ａ
ＣＧ文化」という表現（アニメ、コミック、ゲームの頭文字を取ったもの）が複数の学生
の回答中にあったが、これらはこうした範疇として、中国の若者の「日本」イメージの最
前面に、しかも突出している形で現れているのである。 
 第二位は、前回同様「ドラマ・映画」だった。その中で、今回は「恐怖映画」に関わる
回答を32名がしていることに注目される（この分野の代表作とされる『リング』や登場人
物である「貞子」という回答もこの項に入れた）。回答数だけを見れば、この種の映画は、
宮崎駿アニメを凌駕する「日本」イメージになっているのである。 
しかし、それ以上に驚いたのは、アダルトビデオ（ＡＶ）関連の回答が多かったことで
ある（前回は211名中、１名だけの回答であった）。中には、「礼儀正しさと性的変態の共
存」という「矛盾」を指摘する意見、「中国の青尐年をダメにしようとしている」等の批
判も書かれていた。中国でＡＶが密かな人気を呼んでいることは確かにあるらしい。それ
を受け入れるか否かは彼ら自身の問題でもあるが、いずれにしても、相当数の学生が、「日
国際教育 第３号 （2010 年 3 月） 
 
 
7 
本」イメージとして、「ＡＶ」を挙げている点は、いろいろ考えさせられるところがある
（この点はⅡ章でも触れる）。 
 5 名未満の回答は数がきわ
めて多いので、省略するが、
表 8－①に挙げたような具体
的な作品名、タレント名など
が多く挙げられていた。 
つまり、中国の若者が、日
本の若者と共通の分野に、し
かも大きな関心を持ってい
ることは改めて確認される
べきであろう。 
 
② 歴史認識 
 このカテゴリーには、「抗
日戦争」など、現在にも大き
な影響を与え続けている歴
史的事件（概念）、また「残
忍」など戦争に関連すると思
われる日本への批判的な言
辞を入れた（「教科書を書き
換えた」等は、「教科書問題」
に、「歴史を直視しない」等
の記載は「歴史問題」項目に
それぞれまとめている）。 
この分野の回答は 84％の高率となった。全学生の 30％余りが「抗日戦争」に関わる語句
を、24％余りが「南京大虐殺」と書いた事実は直視しなければならない。戦後 64年を過ぎ
ても「戦争の記憶」は、中国国内で若い世代に確実に引き継がれているのである。 
ところで、2006 年は日本語専攻生のみが対象であったため、この項目全体の回答率は
32.7％に留まっていた。今回の日本語専攻生（571名）中で、これら「歴史認識」に関わる
語句を書いたのは、延べ数で 218 だった。つまり、日本語専攻生間での比率は 38.2％に留
まっており、4年前から 5～6ポイント程度の増加に留まったという表現も可能である。 
今回、比率が急増した原因は、ひとえに日本語専攻以外の学生による記載数が増えたこ
とにある。まず、日本語学習生 555 名は、これらのカテゴリーに入る言葉を総計で 512 個
書いている（92.3％が、この種の言葉を記した計算になる）。さらに、日本語非学習生 326
名に至っては、延べで 488個の語句を連ねたため、実に回答率 150％という数値がはじき出
表8－① 現代日本文化 1289名 （88.8％） ～ 122項目 
664 
98 
70 
47 
40 
 
19 
16 
16 
15 
14 
13 
12 
12 
10 
 
アニメ（499：34.4％）・漫画（165：11.4％） 
ドラマ・映画（うち、32名は、「恐怖映画・「リング」・貞子」） 
アダルトビデオ（ＡＶ）・エロ文化（うち、13名は「変態」） 
ファッション 
ゲーム（器械・ソフト・文化。ＰＳＰ5名、ニンテンドウ4名を
含む） 
化粧品（「資生堂」の回答者5名を含む） 
「名探偵コナン」 
奇麗な女の子 
宮崎駿（「となりのトトロ」、「天空の城ラピュタ」を含む） 
「ナルト」（中国名「火影忍者」） 
山下智久 
「クレヨンしんちゃん」 
アイドル、スター 
オタク（御宅族） 
【10名～5名が回答したものを、以下、回答数順ではなく、カテ
ゴリー別に列挙する。5名未満の回答は略す】 
ちびまる子、スラムダンク、ドラえもん、一休さん、声優、岩
五俊二（映画「ラブレター」）、「東京ラブストーリー」、制
服（セーラー服）、女優、美女、美男子、ジャニーズ、音楽、
浜崎あゆみ、ディズニーランド。 
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された（平均すると、一人 1.5個書き連ねている計算になる。実際は、一人で 5個以上書 
き連ねている学生が相当数に上ったための
結果である）。 
なお、日本への批判的言辞が溢れるこのカ
テゴリーに、一名が書いた「日本人民は無罪」
という言葉も入れている。これは中国政府が
「中国を侵略した主体は日本軍国主義（戦争
指導者）であって、民衆に罪は無い」と弁別
し、ほとんどの日本人を諒恕しようとするた
めの公式見解である。こうした中国側の配慮
を受け止めた上で、両国関係を構築していく
ことはやはり重要であろう。 
なお、「現代日本文化」の分類へ仕分けし
たが、一人の学生が「矢野浩二」の名前を挙
げたことに注目しておきたい。日本人俳優で
ある矢野は中国の映画やドラマで日本兵の
役を多く演じながら、次第に人気を得て、今
ではテレビ番組の司会も持つ、中国で最も有
名な日本人の一人となった。彼が「非人間的
な日本兵」役から、「人間味あふれる人柄の
持ち主」として認知されていく過程には、「日本」イメージを是正していくヒントが含ま
れているように思える（矢野については、第Ⅱ章で再論する）。 
 
③ 自然環境 
 2006年に 75.8％の回答を集め、日本イメ
ージ中の第一位となった項目は、この「自
然環境」であった。今回の調査では、「現代
日本文化」、「歴史認識」に次ぐ、第三位に
転落した。しかし、比率自体は 70.0％と大
幅に減じたわけではない。つまり、回答者
たちが、前二者に分類される言葉をより多
く書いたため、相対的に地位が低下したと
見るのが妥当であろう。 
 この項目のトップは、前回と同様に「桜」
で、全学生の 37％がこれを「日本」イメー
ジと認識していることが確認できた。また
表８―② 歴史認識 1218 名 （83.9％）～47項目 
436 
346 
66 
35 
34 
30 
28 
26 
23 
17 
 
 
抗日戦争、侵華など（30.0%） 
南京大虐殺（23.8%） 
靖国神社 
教科書問題 
軍国主義 
残忍 
日本鬼子 
仇恨・民族恥・国恥 
歴史問題 
非人間性・禽獣 
【15名～5名が回答したものを、回答数順では
なく、列挙する。5名未満の回答は略した】 
日清戦争、九・一八事変（満州事変）、七・七
事変（盧溝橋事件、日中戦争）、第二次世界大
戦、真珠湾攻撃、ファシズム、従軍慰安婦、731
部隊、三光作戦、細菌戦、広島・長崎、原爆投
下、東京裁判、罪悪、反感・嫌悪。 
表 8－③ 自然環境 1016 名（70.0％） 
 ～ 27項目 
539 
254 
46 
43 
36 
32 
11 
桜（37.1％） 
富士山（17.5％） 
美しい風景 
小さい・狭い 
島国 
地震 
火山 
【10 名～5 名が回答したものを、回答数順で
はなく、列挙する。5名未満の回答は略した】 
山（森林）が多い、資源が尐ない、雪、海。 
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第二位は「富士山」で 18％余であった。先に見たように、アニメが 34％、漫画が 11％の回
答率を示したので、それらを合算した「アニメ・漫画」は、「桜」をすでに凌駕していると
も言えるが、いずれにしても、「桜」が日本を代表するイメージの最上位を保ち続けている
ことは間違いない。 
なお、それ以外の回答では、「地震」や「火山」、また「自然災害が多い」というイメー
ジ、中には「沈没の危険がある」などという珍回答もあった。中国で、日本の映画・ドラ
マは人気があり、影響力も尐なくないことは既述したが、映画『日本沈没』（2006年：草彅
剛主演）の影響があったのかもしれない。 
 
④ 現代日本社会 
このカテゴリーの第一位は、「経済大国・経済発展」である。日本の企業名を具体的に記
した学生も尐なくなかった。その意味では、学生たちの将来像（就職）とも連動するきわ
めて現実的な用語が多く挙げられたとも言える。 
2006 年調査でこのカテゴリーは 2 位だったのが、今回 4 位とランクを下げている（回答
比率も 70.6％から 66.5％へ）。しかし、2006 年の調査対象が日本語専攻学生のみであった
ので、今回も日本語専攻生に限定した回
答比率を抽出すると、実は 70.6％から
79.9％へと 10ポイントも上がっている。
つまり、日本語力を積極的に活かそうと
考えている学生の間では、「日本イメー
ジ」＝「現代社会」という意識は一層高
まっているのだ。 
また、2006 年に「環境」に関わる語
句を挙げたのはたった一人だった。しか
し、「空気がきれい」等を含めると、今
回は増加傾向を見せた。経済・工業発展
の歪みを抱えはじめた中国の若者たち
は、この分野で日本を想起することも増
えてきているようである。見城は旧稿で、
「「環境」や「平和」についての（日本
に対する）肯定的イメージが中国で広が
るには、もう尐し時間がかかりそうであ
る」と書いたが、中国国内での必要性が
追い風になり、「環境」面については、
着実に理解が広がっているようだ。一方で、「平和への貢献」に類する回答がここには全く
見えなかった（後述する「日本について学びたいこと」にはその記述が散見される）。 
表 8－④ 現代日本社会 966名（66.5％） ～ 94項目 
202 
127 
122 
57 
47 
28 
26 
19 
19 
18 
 
経済大国・経済発展（13.9％） 
電子・電気製品 （8.7％） 
科学技術・ハイテク・工業発展（8.4％） 
ソニー 
自動車（産業） 
先進国・発達国 
松下（パナソニック） 
街や空気がきれい 
ロボット 
ストレス 
【16名～5名が回答したものを、回答数順ではなく、
列挙する。5名未満の回答は略した】 
人口密度が高い、資本主義国、文明国、秩序安定、
繁華、豊か・金持ち、環境が良い・住みよい街、環
境保持、教育（が良い）、新幹線、トヨタ、ホンダ、
東芝、物価高、忙しい、働き中毒、自殺（が多い）、
パソコン、品質良い、ショッピング。 
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「高齢化」との記述も若干あった。中国も近い将来「高齢化社会」になると言われ、日
本の施策を見つめているというところであろうか。それに関連し、「老人運転手のタクシー」
という記載があった。中国ではありえないということなのだろうが、眼のつけどころがユ
ニークである。 
 
④ 伝統文化 
「伝統文化」は、2006年調査で、全体の 31％の票しか集められなかったが、今回は 60％ 
を越え、倍増した。そもそもこれら
の語群自体は、「日本」イメージとし
て、ステレオタイプ的に挙げられる
ことが多い事項ばかりなので、前回
の比率が尐なすぎたという解釈が妥
当であろう。 
 なお、朝鮮半島の伝統武道とされ
る「テコンドウ」を 5 名が挙げた点
は指摘しておきたい。ついでに言え
ば、ドイツ企業である「シーメンス」
（中国語では「西門子」）」を「日本」
イメージとして挙げた学生もいた
（こちらは、「現代日本社会」に仕分
けした）。日韓双方ともが、「隣国な
のだから、こんな誤認はしないでほ
しい」と言いたいところであろうが、
事実である。相互理解の促進と深化
を地道にしていく必要を実感する。 
 
⑤ 国民性 
 前回は 43％の学生がこの範疇の
語句を書いたが、今回は 30％弱と減
尐した。日本語専攻学生に限定する
と 37％になるが、減尐している事実
には変わりない。 
挙げられた語句、および得票の順
序は、似通った傾向を示しているの
で、回答数が総体として減ったと考
えるのが妥当であろう。 
表 8－⑤ 伝統文化 883 名（60.8％） ～ 80項目 
216 
133 
79 
40  
35  
34 
28 
24 
22 
19 
18 
和服 （14.9％） 
侍・武士道（精神） （9.2％） 
茶道 （5.4％） 
温泉 
舞妓・芸妓 
相撲 
歌舞伎 
天皇 
日本語 
華道 
伝統文化 
【15名～5名が回答したものを、回答数順ではなく、
列挙する。5名未満の回答は略した】 
日章旗、大和民族、伝統建築、神社、寺・仏教、戦国
時代、忍者、刀、明治維新・明治時代、畳、下駄、祭
り、柔道、剣道、テコンドウ、『菊と刀』。 
表 8－⑥国民性 430名（29.6％） ～ 65項目 
77 
40 
32 
30 
29 
21 
16 
礼儀・挨拶（5.3％） 
勤勉 
まじめ 
男尊女卑・男性主義 
団結・チームワーク 
慎み深い 
民族精神 
【14名～5名が回答したものを、回答数順ではなく、
列挙する。5名未満の回答は略した】 
集団主義、女性が優しい、清潔（感）、時間厳守、愛
国、聡明、曖昧、背が小さい。 
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不景気をなかなか克服できない日本に対し、ＧＤＰでは日本を追い抜かんとする中国側
が、日本の「国民性」を注視しなくなる前兆と言えるかもしれないが、拙速な解釈は慎む
こととする。 
 
⑥ 食文化 
本稿は、「日本イメージ」の自由記述を便宜的に 11項目に分けて比率を示しているが、 
前回の数値（22％）と最も近似した項目が、
この「食文化」である。決して高い数値を
示しているわけではないが、前回、今回と
も、定番の語句が奇麗に揃えられていると
言ってよいだろう。 
 
⑦ 地名など 
前回、この項目は 9％。それに別項立て 
していた「千葉大学」1％を合わせると、10％
余の計算だった。それに対し、今回は 13％
余であった。日本語専攻生に限定してみて
も、13％余の比率となるので、増加と捉え
て良いだろう。 
 事項の傾向についても、前回の 1位が「東
京」で 7票、第 2位が「北海道（北海道の
ラベンダー）」で 6 票だったのと、変わら
ない。前回「意外にも」という形容を使っ
たが、「北海道」が、中国で相当な周知度
を持っていることに注意を喚起しておき
たい。その認識に今回、さらに拍車をかけ
たと見てよいのが、2008年末公開の中国映画『非誠勿擾』である。ずばりこの映画名を「日
本」イメージとして挙げた学生も何人かいた。この映画は北海道東部でロケされたため、
同地には中国人観光客が増加しているという（12）。 
現在、日本政府は外国人観光客を集め、地方を活性化するキャンペーンを展開している。
そうしたなか、たった一本の映画が客を呼び集め、またプラスの「日本」イメージを醸成
していることは、やはりメディアを通じた文化作品の影響を実感するところである。 
 
⑧ 現代日本政治 
この項目の回答比率は、前回とほとんど変わらない。また第一位が「小泉純一郎」であ
ることも同じである。そもそも今回のアンケート回答の中には、政治家の名前がほとんど 
表 8－⑦食文化 310名（21.3％） ～ 23項目 
124 
72 
57 
11 
11 
 6 
 5 
 
寿司(8.5%) 
刺身・活魚料理 
日本料理（美食） 
魚・魚大好き 
ラーメン・味千ラーメン 
海産物 
日本食品 
【5名未満の回答は略】 
表 8―⑧地名など 182 名（12.5％） ～ 21項目 
56 
53 
 9 
 8 
 8 
 7 
 6 
 6 
 
東京 （3.9％） 
北海道（3.7％） 
東京タワー 
銀座 
京都 
大阪 
沖縄 
早稲田大学 
【5名未満の回答は略】 
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なかった。日本の政治家がその個性ととも
に記憶されていない証拠とも言えるが、と
にもかくにも小泉元首相は靖国参拝を重ね
たことで、中国の大学生に現在も強い印象
を残し続けているのである。 
同率一位の「小日本」は、「日本に対する
悪口（蔑称）」と思われるので、日本に対す
る政治的批判言説と見なし、この項目に入
れた。 
また、アメリカへの追随的態度を批判す
る回答も散見された。なかには「アメリカのＡＴＭ」などという辛辣なものもあった。 
総理大臣が猫の目のように変わるここ数年の状況を含め、残念ながら、中国大学生にと
っての「日本」イメージが「政治」と結びつくことはほとんどなく、あった場合でもマイ
ナスイメージ、という状態が続いていると言える。 
 
⑨ 日中関係 
尐数回答ではあるが、3名が「魯迅の日本留学」を、1名が魯迅の作品である「藤野先生」、 
 さらに 1名は「日本留学」を挙げていた。
「日中友好」や「一衣帯水」がやや抽象的
な決まり文句とすれば、一歩踏み込んだ具
体的イメージと言えようか。 
この項目に分類された言葉の数は決して
多くないが、両国の友好関係を祈る気持ち
は共有したいところである。また、機会を
得て、「日本留学」もぜひ実現してほしいところである。 
 
⑩ スポーツ 
 個人選手名としては、「中村俊輔」2票、「川
口能活」1 票、また「福原愛」1 票があった
が、前回同様の尐数意見に留まった。  
「日本について学びたいこと（後述）」の
中で、「日本のサッカーがアジアの強国にな
った理由を知りたい」との回答があったが、実際には圧倒的な強さがあるわけではない。 
北京亓輪が行われた翌年の調査であったが、中国大学生の「日本」イメージが、特定の
スポーツに結びついて現れることはほとんどないようである（なお、相撲・柔道・剣道等
は、「伝統文化」に入れている）。 
表 8－⑨ 現代日本政治 104名（7.2％） 
～30項目 
20 
20 
15 
 9 
 7 
 6 
 
小泉純一郎 
小日本 
釣魚島 
右翼分子 
現在の政局 
米国追随（日米安保、親米など） 
【5名未満の回答は略】 
表 8－⑩日中関係 59名（4.1％）～16項目 
12 
12 
 9 
 5 
隣国・一衣帯水 
中国文化の影響（模倣）・漢字 
日中関係 
日中交流 
【5名未満の回答は略】 
表 8－⑪スポーツ 13名（0.9％）～６項目 
 4 
 4 
野球 
サッカー 
【4名未満の回答は略】 
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２）「日本」について学びたいこと 
 
 アンケートの後半では、「「日本」について学びたいこと」を尋ねた。その回答（变述）
は「日本」イメージのそれと重なりあうことも尐なくないが、授業展開をする際の実践的
データとして、彼らが求めていることをさらに把握する意図を持った設問であった。 
こちらは、自由記述ではなく、①「日本の伝統文化」、②「日本の現代文化」、③「日
本の歴史」、④「現代日本の政治」、⑤「現代日本の経済・産業」、⑥「その他」、⑦「特
別に学びたいものはない」の中から、「学びたい」と考える項目にチェックをし、具体的
内容を記載してもらった。優先順位がある場合は、その順に付すような指示もした。 
その結果をまとめたものが、表9である。優先順位をつけた箇所ごとに累計し、また6項
目の合計を「中国大学生が有した関心の総数」と見て、それも示した（なお、複数項目を
チェックしながらも、優先順位付けがなかった場合は、すべて「1位」と処理とした）。 
以下で、各項目に挙げられた具体的内容を列挙していきたい（【 】内の数値は、それぞ
れの回答者数である。なお、回答の表現法は異なるものの、同一の内容を指していると、
筆者が判断したものは一項目にまとめている）。 
 
１、日本の伝統文化 （回答者があげた事項累計 1300、筆者による分類項目数 131） 
 【214 名】茶道、【141】和服（文化）、【84】華道・生け花、【68】武士道（精神）、
【67】食生活・飲食文化・料理文化、【62】礼儀文化・作法、【59】歌舞伎、【57】民俗（昔
からの文化や習慣）、伝統的な祝日・年中行事、【36】舞妓・芸妓（の踊り）、【24】相
撲、【20】日中伝統文化の相関・異同、【19】桜・花見、【18】中国に由来する文化・その
発達理由、【17】古典文学、【16】能、【16】俳句、【14】伝統建築・建物、【12】剣道、【10】
空手道、忍者。【以下の 110項目は省略。】 
 
 「伝統文化を学びたい」にチェックした学生が、具体的に挙げた事例項目数は、筆者の
分類で、131項目になった。また延べ回答数 1300は、5つの項目の中でトップだった。 
その種類は、伝統芸能、武道、食文化、宗教、伝説、文学（古典～近代）、教育、思想、
価値観、家庭生活、男女関係など多岐にわたったが、最大の関心を集めたのは茶道で、214
名（全体の 14.7％）が挙げた。また、中には「富士山や桜が代表になっている文化的意義
を知りたい」、「相撲取りはなぜ国民的尊敬を受けるのか」などという研究論文に発展し
そうな課題も複数挙がっていた。また女性の回答者が多いためか、「男権主義（大男子主
義）」に関連する語句、「女性の社会的地位を知りたい」との関心などが総計で十数個挙
げられ、回答者のマジョリティーである女子学生がどこに注目しているのかを推し量るこ
とができた。 
なお今回の調査では「戦争」や日本人への嫌悪にかかわるイメージを明記する学生も尐
なくなかったが、それに関連して、「日本の伝統文化に軍国主義（戦争の欲望）の要素が
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あったのか」、「中国武道を日本が盗んだこと」、「日本文化は中国文化のコピーか」な
どの回答も尐数ながら含まれていたことを補足しておく。 
 
【表 9】中国大学生が学びたいと考える「日本」の具体的項目 
  伝統文化 現代文化 日本歴史 日本政治 経済産業 その他 
関心の総数 
888
（61.2％） 
913
（62.9%） 
596
（41.0%） 
441
（30.1%） 
1008
（69.4%） 
323 
（22.2%） 
優先順１位 
430 
（29.6%） 
479
（33.0%） 
218
（15.0%） 
95 
（6.5%） 
527 
（36.3%） 
111 
（7.6%） 
 同 ２位 229 256 118 77 242 57 
 同 ３位 131 120 119 81 134 55 
 同 ４位 66 40 75 89 67 35 
 同 ５位 29 17 61 92 37 18 
 同 ６位 3 1 5 7 1 47 
 
 
 
なお、学びたい「伝統文化」として、「テコンドー」を 7 名が挙げている（ちなみに、
剣道は 12 票、空手道が 10 票。柔道は 4 票であった）。「日本」イメージ回答にも、テコ
ンドーがあったことは前節で触れた通りである。今日一般的には、朝鮮半島の武術と認識
されており、学生の誤認あるいは混同であろう。 
こうした混同の一方で、「日中伝統文化の相関・異同」「中国文化が日本で独自の展開
を遂げたこと」を学びたい、と冷静な知的関心を示した学生もいた。朝鮮半島の文化的伝
統との関連も含め、東アジア文化の異同、歴史と現在について、丁寧かつ客観的に考えて
いく姿勢は、三国間の無用な対立を避けるためにも、一層必要になってくると思われる。 
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２、「日本の現代文化」 （事項累計 1267、分類項目数 181） 
 【385名】アニメ・マンガ（文化）、【58】教育（制度・理念・現状）、【56】日常生活・
衣食住、【50】地理・特色ある観光地、【47】ドラマ、【44】映画、【43】服飾・衣服文
化、ファッション、【31】歌・音楽、【29】現代文学・小説、飲食文化・美食、【28】日
本人の価値観・信念、【27】若者の生活スタイル・人つきあい、現代科学技術、【18】流
行っているもの、【17】電子製品・電子ゲーム、【12】娯楽、女性の生活・地位・心の支
え、【以下の 163項目は省略】 
 
 日本の現代文化では、アニメや漫画、ドラマ、映画、音楽、ゲームなどのポップカルチ
ャーを学びたい、という声が圧倒的に大きい。いわゆる「ＡＣＧ文化」への強い関心が窺
えるところである。しかし、やや意外なことに「教育」関連が第二位に入ったのをはじめ、
日常生活、若者の生活スタイル・人つきあい、女性の生活などを知りたいという学生も多
かった。「観光地」への関心の高さを合わせ、そこに、中国の若者が、現実の、そして等
身大の「日本」を理解する余地がかなり広がっていることを感じる。 
 
３、「日本の歴史」（事項累計 535、分類項目数 86） 
 【59 名】侵略戦争の歴史、【55】明治維新（その影響）、【52】戦国時代、【35】日中交流
史、【28】天皇制の歴史、【26】幕府統治、【24】戦後の経済成長史、【21】日本（民族）の
淵源・発展、【17】江戸時代、【13】古代、明治時代、【12】平安時代、近代史、【10】徳川
家康、第二次世界大戦。【9票以下の 71項目は省略】 
 
 この項目では「侵略」関係史がトップになった。また「歴史捏造」「日本人はどれくら
い自国史を学んでいるのか」という批判的な内容もあった。「日本」イメージ項で、この
種の回答が多く出されたことと、確実に連動しているだろう。 
しかしながら、ごく僅差で、戦国時代と明治維新を学びたい学生数がそれに拮抗してい
ることにも着目しておきたい。戦国時代については、日本の「現代文化」の代表格である
電子ゲーム「信長の野望」等が中国でも人気を得ていること、また日本でかつて読まれた
山岡荘八『徳川家康』などが現在ロングセラーになっていること、ＮＨＫ大河ドラマのＤ
ＶＤが巷で人気を呼んでいること等が、反映した結果と思われる。 
 
４、「現代日本の政治」（事項累計 332、分類総数 71） 
 【61名】対中国政策・中国への態度、【25】政治体制・制度、【21】各政党の特色・相違、
【16】政権交代（混乱）の原因、【13】日本政治の現状、天皇制（天皇の権利）、【12】右翼・
急進分子、【11】外交姿勢、靖国神社問題、【10】首相の頻繁な交代。【9票以下の 61項目は
省略】 
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 ここでは、日本の政治が中国とどう向き合おうとしているのかが、最も関心を集めた。
「鳩山由紀夫首相は日中関係を大きく改善できるか？」という回答もあった。また、小泉
退陣後、4年で 4 名の首相が誕生したため、「頻繁な首相交代の理由」、「民主党政権の政
策」、「選挙」制度に関わる関心も高かった。選挙関連では、「木村拓哉主演のドラマ『チ
ェンジ』（2008 年）を見たが、その時には政治や選挙の仕組みが分からなかったので知り
たい」という回答も含まれる。これもまた、映画やドラマが「日本」理解の一つの入口に
なっている現状を典型的に示す事例であろう。 
 
５、「現代日本の経済・産業」（事項累計 1196、分類総数 144） 
 【163 名】電子（工業・産業・製品）、【116】高度経済成長（歴史・原因）、【94】自動車
産業、技術開発・先端技術、【68】経済発展・状況、【63】マンガ・アニメ産業、【49】主幹
産業・産業構造、【46】企業管理、【34】日系企業（仕事のやり方・文化）、【23】第三産業、
【22】経済発展のモデル、【15】ソニー、【14】松下（パナソニック）、経営理念・方針、【13】
漁業・水産業、旅行業・観光業、【12】ロボット（産業）、【11】サービス業、【10】経済政
策、電器、【９】中国が学ぶべきところ、会社の制度・体制・歴史。【以下 121項目は省略】 
 
 1200 名弱の学生が記載した具体的事項は、累計で第 3 位となった。最も関心を集めたの
は、電子関連事項であり、次いで、経済成長の歴史・理由。さらに、ハイテクおよび自動
車関連が続く。また、「マンガ・アニメ」が「現代文化」の項目だけでなく、「現代産業」
にも書き込まれた事実には注目しておきたい。もはや「アニメ」は一方向的に受容するも
のではなく、産業あるいはビジネスとして積極的に運用していく存在として認識されてい
るようである。旅行業・観光業への関心も、今日的な動向を映しているだろう。なお、日
本の企業名では、ソニーがもっとも挙げられ、次いでパナソニックなどであった。 
 
６、「その他」 
 回答者が、自らの関心をアンケート紙で示した 5 項目のどこに入れるべきか迷い、「そ
の他」に書き込んだケースも尐なくなかった。しかし、5項目への回答事例の実際に即して、
各項目に編入した方が合理的と判断したものは、そう処理した。一方で、振り分け先の判
断が難しいもの―たとえば「飲食文化」の記述は、「伝統文化」と「現代文化」のどちら
に編入し直すか等―は、「その他」項にそのまま残した。 
 そうしたルールで相当数を再配置したが、さらにこの項目には 36の事項が残った。うち、
もっとも多かったのは、【32】飲食文化・食生活である（食べ物関係では、寿司【4】、地
方の食べ物【2】、たこ焼き、茶碗蒸し、うどん、醤油、なべ料理【各 1】もあった）。それ
らに次いで、【20】日本語（語言研究、方言）、また【11】日本人の中国観が続き、その
他はヒト桁であった。この尐数項には、日本留学の衣食住【3】、中国留学生に対する日本
の態度【1】など、留学に関する事項も含まれている。 
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なかには、長めの文章を記した者もいる。注目される内容として、「スポーツ大会などの
後、観衆が席を離れても、一つの紙屑もない。そうした民衆の素養はどのようにできたの
か」、「中日の友好関係は、本当は経済関係でしょう。では、こういう関係はどんな努力で
守っているのですか」、「日本文化や経済方面には興味がない。日本語学習は、日本のハイ
テクとアニメを理解するための道具である」などがある。3番目の文は、日本語を学習（履
修）している学生の回答だが、こうした「本音」を持つ学生はやはり尐なくないであろう。 
  
（３）アンケート結果の特色 
１、「日本語専攻生」、「日本語学習生」、「日本語非学習生」の比較 
①三者の間に「日本イメージ」の相違はあるか 
11のカテゴリーに分けた「日本」イメージに関わる全回答者の回答率に、日本語専攻生、
日本語学習生、日本語非学習生別の回答率を加え、ひとつのグラフの上に載せてみた。 
 すると、「歴史認識」に、きわめて大きな相違が現れた。日本語を学んでいない大学生た
ちの 150％が、これに関する語句を書いたのに対し、日本語専攻者は、その 3分の 1以下に
あたる 40％弱が書くに留まった。彼我の差はきわめて大きい。 
【表 10】日本語専攻生、学習生、非学習生の「日本」イメージ 
     
現代日
本文化 
歴史
認識 
自然
環境 
現代日
本社会 
伝統
文化 
国民
性 
食文
化 
地名
ほか 
現代
政治 
日中
関係 
スポー
ツ 
全体 88.8 83.9 70.0  66.5 60.8 29.6  21.3  12.5 7.2 4.1 0.9 
専攻生 94.2 38.2 70.9 79.9 72.3 37.0 24.2 13.3 3.7 6.3 0.2 
学習生 84.7 92.3 82.9 56.2 57.7 27.2 27.4 14.2 5.6 2.2 0.9 
非学習生 86.2 150.0 46.3 60.7 46.0  20.9 6.1 8.3 16 4.6 2.1 
 
 （グラフ中の数字は、３者を合わせた「全体」のパーセントのみを示した） 
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 ほかに非学習生の回答が高率を示したのは「現代政治」である。これは「魚釣島」や「小
日本」など、中国側からする日本批判を含意した政治的言説をここに配置した結果である。 
 それに対し、日本語専攻生の回答率で目立つのは、「現代社会」である。他二者に比して
20 ポイントも高くなっている。彼らがこの項目で「日系企業について学びたい」などと記
したのは、自分の将来展望と直接に繋がっているためであろう。「伝統文化」や「国民性」
に関わる語句の記載も、他二者より多かった。一方、日本語学習生の回答比率が高かった
のは、「自然環境」と「食文化」である。 
三者の回答傾向がこのようになった理由を合理的に説明できる準備はまだない。しかし、
あえて仮説を提示するとすれば、以下のようになるかもしれない。 
日本語に接触したことがない学生たちの「日本」イメージは、「歴史認識」が圧倒的な位
置を占めている。しかし、日本語を学習しはじめると、その認識に広がりが生まれ、桜・
富士山（自然環境）や寿司（食文化）などの記載が増えていく（他項目に比して相対的に
高率を示す形になる）。さらに、「日本語専攻生」の立場になると、知識量が急増するとと
もに、自らの職業選択に直接かかわるため、企業文化や国民性も日本イメージとして前面
に出てくる。こういう見取り図はいかがだろうか。 
 
②三者の間に「日本について学びたいもの」の相違はあるか 
【表 11】日本語専攻生、学習生、非学習生の「日本」イメージ 
アンケートの２つ目の質
問に対する回答を全体＋三
者別に分けて示した（表 11）。 
  先に示した「日本」イメー
ジの差異に較べれば、三者の
差はあまり大きくない。 
 しかし、日本語非
学習生の「伝統文
化」「現代文化」学
習への志向性が、他
二者より、15～20
ポイント低い事、ま
た「日本政治」学習
志向が 4ポイント高
い事を確認してし
ておきたい。その 
（グラフ中に示した数字は、３者を合わせた「全体」のパーセントである） 
理由については、先に触れた事情と同じではないかと推測している。 
     伝統文化 現代文化 日本歴史 日本政治 経済産業 その他 
全体 61.2 62.9 41.0  30.1 69.4 22.2 
専攻生 67.1 69.0  42.2 29.9 68.3 22.2 
学習生 63.4 63.4 38.7 29.2 76.8 21.8 
非学習生 46.9 50.1 39.0  33.4 75.8  23.0  
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 ２、上海地区出身者とそれ以外の比較 
 
 このアンケートを実施した時、上海は、2010 年 5 月の世界博覧会開催に向け、これまで
の発展をさらに加速させている現実があった。発展著しい上海出身者とそれ以外の出身者
の「日本」イメージに違いがあるのか否か、それも興味ある問題である。 
そこで、その対比も試みることとした。ただし、186 名の上海出身者と残りの 1260 余名
を対比するのは、バランスを失する感がある。さらにまた上海出身者のほとんどが、日本
語専攻生（上海師範大学在籍）である。先程来みてきたように、日本語専攻生とそうでな
い学生の「日本」イメージは傾向を異にする場合が多い。したがって、ここでは、上海出
身者の特質をできるだけ正確に捉えるため、対象を上海出身の日本語専攻生と上海出身で
はない日本語専攻生に定め、その比較を行う。また、人数もある程度揃えた方が良いので、
ここでは上海出身の日本語学科生 178 名（上海師範大学日本語学科生）と上海出身では
ない日本語学科生 218 名（湖南大学日本語学科生。院生は除く。湖南省出身 30 名ほか
24 省市出身）のデータを用い、比率を算出した。 
 
【表 12】上海出身の日本語専攻生と他地域の日本語専攻生の比較 
                 
現代文
化 
歴史
認識 
自然
環境 
現代
社会 
伝統
文化 
国民
性 
食文化 地名 
現代
政治 
日中
関係 
スポー
ツ 
上海 121.3% 12.4% 53.4% 98.9% 60.7% 44.4% 25.3% 9.0% 3.4% 8.4% 0 
他地域 96.3% 58.7% 71.6% 60.6% 74.8% 17.9% 29.8% 17.0% 3.2% 5.5% 0 
 
 （グラフ上の数字は、上海出身者の比率のみを示した） 
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 この比較では、ほとんどの箇所で大きく異なる結果を得た。まず、46.3もポイントが開い
たのは「歴史認識」である。1452名の総計が 83.9％だったので、上海出身でない学生たち
の 58.7％はそれでも低いのだが、上海出身者は 12.4％にとどまっている。 
さらに上海出身者は、「現代社会」で 38.3 ポイント、「現代文化」で 25.0 ポイントも高
い数値を示した。 
この結果は、日系企業が多く集まり、卒業後の日本語需要が見込める上海地区の学生の
意識を、ある意味ではストレートに表したものであろう。そして、それらの語句变述が中
心的となったため、歴史認識に関わる記載は相対的に縮減される形になったのではないか
と考えている。 
 
３、2006年と 2009－10年の結果比較 
 
次に、2009 年 12 月～2010 年 3 月にアンケート調査を行った今回の結果を、2006 年 2 月
に行ったそれと、比較してみよう。2006 年の回答者は 211 名すべてが日本語専攻生だった
ので、対比対象としては、やはり日本語専攻生 571名のデータを用いることとする。 
①「日本」イメージの異同 
それぞれの年次の「日本」イメージを比較、整理した結果は、以下の通りである。 
 
【表 12】2006年と 2009―10年の「日本イメージ」の比較 
  
 
 
 
 
 
（注記：グラフ上の数値は、2009-10年の比率のみを示した） 
        
現代
文化 
歴史
認識 
自然
環境 
現代日
本社会 
伝統
文化 
国民性 食文化 地名ほか 
現代
政治 
日中
関係 
スポ
ーツ 
2006年 63.5 32.7 75.8 70.6 30.8 42.7 21.8 10.4 9.5 10.0  1 
2009―10年 94.2 38.2 70.9 79.9 72.3 37.0  24.2 13.3 3.7 6.3 0 
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2009－10年の方が増加した項目は６つ、減尐した項目が 4つあったが、増加項目の方に
高い伸び率が目立つ。まず「伝統文化」が 41.5ポイントも増加した。また「現代文化」も
30.7 ポイント増えている。減尐項目は微減に留まったと表現しても障りない程度なので、
概して増加傾向にあると言ってよい。 
2006年の調査で「伝統文化」が 31％に留まったことに、見城は旧稿でこう解釈した。「現
代中国の若者で、こうした観点（注―「ゲイシャ、ハラキリ」などのオリエンタリズム的
理解）からの「日本」イメージを持つ人は尐数派であると言って良い。中国文化との類似
性などが、その差異化や特化を妨げているのではないだろうか」（13）、と。 
今回、「伝統文化」カテゴリーへの回答をした日本語専攻生は 72.3％、また全体（三者
の総計）でも 60.8％の比率を示した。その意味では、「日本イメージとしてこの分野を想
起する大学生は尐数派である」との断言は修正する必要があるだろう。 
しかしながら、今回、前回とも、「伝統文化」が「現代文化」や「現代社会」の後塵を
拝していることに変わりはない。中国の若者が、古典的な「日本」イメージだけに拘泥し
ているわけでないことを、改めて確認しておきたい。さらに言えば、「現代日本」をイメ
ージとして挙げる学生が、2006 年よりさらに増えたことは、そうした情報がインターネッ
トなどを通じて、中国に一層の拡大を見ている証左であろう。こうした傾向は、日中関係
が極端な政治的冷却に陥らない限り、今後も続いていくものと予想している。 
 
②「日本について学びたいこと」の異同 
 先に示した「日本イメージ」中の複数項目に較べると伸び率は尐ないが、４項目が増加
傾向を示した。先にも記載したように、日本への興味関心は全体的に向上していると考え 
 
【表 13】2006年と 2009―10年の「日本について学びたいこと」の比較 
  伝統文化 現代文化 日本歴史 日本政治 経済産業 その他 
2006年 27.5 34.1 13.7 8.1 29.9 7.1 
2009－10年 32.7 37.7  16.1  5.6 35.7 7.0  
 
（注記：グラフ上の数値は、2009-10年の比率のみを示した） 
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てよいだろう。 
なお、関心を唯一減らしたのは、「日本政治」項目である。2.5ポイントのマイナスなの
で、微減とも言えるが、ここ 4～5年の首相交代劇などの「混乱」が、もともと尐なかった
興味関心をさらに減じたのではないかと考える。 
現代日本では、「若者の政治離れ」が指摘され続けているが、中国の若者も「日本現代
文化」や「日本産業経済」に強い関心を持つ半面、「日本政治」への興味は高くないよう
である。しかしながら、回答者中に（尐数ではあるが）、日本の「世界平和への貢献」「ア
ジアにおける地位・戦略」を学びたい、という声も見つけることができた。近い将来、「国
際政治におけるリーダーシップ、また国内政治の安定的展開についてを、ぜひ日本から学
びたい」という意見を増やしたいものである。しかし、もう尐し時間がかかりそうなのが
日本の現実であろうか。 
 
４、渡日経験者と非経験者の比較 
 
 2006年の調査では行わなかった対比を今回設けてみた。渡日経験者（69名）と非渡日者
（1294名）の違いが表れるか否かである。 
【表 13】渡日経験者と非経験者の相違 
 
 （グラフ上の数値は、渡日経験者のみを示した） 
「渡日経験者の方が、日本理解がより深くより広くなった」という結果を予想（期待）
したのが、そうはならなかった。それのみか、ほとんどの項目で、非経験者よりも低い比
率を示す結果となった。 
この項目が、69 名：1294 名の対比（5％：95％）となり、きわめてアンバランスであっ
た点にも問題があるように思えるが、いずれにしても、たとえば日本留学中の中国人学生
からの協力を得るなど、もう尐し渡日経験者のデータを増やさないと、異同は見えにくい
ようである。 
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Ⅱ 中国の大学生へのインタビューの概要とその結果 
 
本章では、Ⅰ章で見たアンケート結果において、特に目立った部分に焦点を絞り、それ
らの点に関して個別インタビューを行い、更に掘り下げた考察を行う。それにより、アン
ケート調査だけでは表に出てこない、中国人学生の「日本」イメージを明らかにすること
を主目的とする。 
 
（1）インタビューの概要 
  
 前章のアンケート分析は、「日本語専攻生」「日本語学習生」、「日本語非学習生」の３つ
を区分し、それぞれの特色を見た。日本語専攻生とそれ以外の学生達がそれぞれどのよう
な「日本」イメージを持っているのか、また両者の「日本」イメージの相違はどこにあり、
そうした相違は如何にして形成されてきたと考えられるのかを、アンケート結果それ自体
として、まとめた。 
そこでは、「歴史認識」、とりわけ「戦争の記憶」に関する部分で、三者間で大きな相違
が看取できた。よって、本章ではその背景を、インタビューによって、より具体的に明ら
かにしようと考えた。幸い三村が勤務する阜陽師範学院のアンケート回答者は、この三者
をすべて包含しているので、インタビューは同学院の学生を対象にして行うこととした。 
 
具体的なインタビュー対象者の情報、また実際のインタビューにおける質問項目14は以下
の通りである。 
 
＜インタビュー対象者の情報＞ 
 
名前 学年 所属学科 日本語学習状況の区別 
A(女性) 大学三年生  
英語学科 
 
日本語学習生 
 
B(女性) 大学三年生 
C(女性) 大学二年生 新聞学科  
日本語非学習生 
D(男性) 大学三年生 漢語言文学学科 
E(男性) 大学四年生  
日本語学科 
 
日本語専攻生 
F(女性) 大学四年生 
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＜インタビュー質問項目＞ 
① 各学生たちの「戦争記憶」がどのように育まれたのか。 
②「日本語」を学習していく中で、それぞれの「戦争記憶」には変化が見られたのか。 
 (「戦争記憶」は退いたのか。退いていないのか？ また、学習の過程で「戦争記憶」
に変化が生じたとすれば、その理由は何か） 
③かつての「侵略者」日本と、現在の「経済発展」、「ポップカルチャー発展」等の日本
をどのようなバランスで理解しているのか。 
④今後、両国の相互理解を深化させるために、どのような方法があるだろうか。 
A、自分自身として 
B、日本政府あるいは日本国民の側から 
C、日本語教育担当の教師の側から（もしあれば） 
 
①、③、④の質問項目に関しては対象者全員にインタビューを実施した。しかし、②に
関しては、質問が日本語学習経験者を対象としているため、「日本語専攻者」、「日本語学習
生」にのみインタビューを実施した。なお、今回インタビューの対象者とした学生は、す
べて安徽省出身である。 
 
（2）インタビューへの回答 
  
 インタビューにおける質問項目の順番は、既に＜インタビュー質問項目＞で示した通り
である。以下では、各質問項目に対して、「日本語学習生」、「日本語非学習生」、「日本語専
攻生」がそれぞれどのような回答をしたのか記す。 
 
①各学生たちの「戦争記憶」がどのように育まれたのか。 
＜日本語学習生＞ 
A… 
書籍（特に教科書）、テレビ15（特に「亮剑」、「小兵张嘎」に強い印象がある）、雑誌など
から。 
祖父・祖母から「抗日戦争」の話しを聞く。 
 
B… 
 幼い時は、特にテレビから。 
 また歴史の教材（学校の先生も）、映画、テレビ、書籍等からも。 
  
＜日本語非学習生＞ 
C… 
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 皆と大体同じとしながらも、日本への「マイナスイメージ」が多いと冒頭で述べる。 
 具体的な内容として、「元々、日本国民は軍隊を望む」16というようなもの。 
 
D… 
 主に教科書、テレビからのイメージが強く、C（日本語非学習生）と同様に、印象が「悪
い」と述べる。 
 また、親戚や老人からも聞いたことがあるが、それらから強く影響されたわけではない
とのこと。 
 
 ＜日本語専攻生＞ 
F… 
 日本語を学ぶ前、教科書から「日本はすごく悪い国」という印象を受けた（今は違う）。 
 両親（特に母）は日本語学科に合格した時、日本語を学ぶことを反対した17。 
 また、他の家族も全体的に日本に対して「悪い」イメージをもっている。 
 
②「日本語」を学習していく中で、それぞれの「戦争記憶」には変化が見られたのか。 
(「戦争記憶」は退いたのか。退いていないのか？ また、学習の過程で「戦争記憶に変
化が生じたとすれば、その理由も） 
  
 ＜日本語学習生＞ 
B… 
 まず日本に関する知識が増え、それにより、日本を客観視できるようになった。 
 例、 
 「戦争責任」は個々の日本人より、国や政府にこそある。 
（日本人が全て悪い人という見方は誤り）。  
  
また、日中の文化には類似性があることに気づき、日本の文化面にも関心が出てきた。 
 ただ、全体的なイメージは日本語学習前とあまり変わらない。 
 
A… 
 B（日本語学習生）と同じで、日本を「悪い」イメージだけで見ることから、尐し客観視
できるようになってきた。 
 「抗日戦争」の評価についても、当時の日本の国状なども考慮して考えたほうが良い。 
 先生の懸命な仕事態度18から、良いイメージも持てるようになってきた。 
 
 ＜日本語専攻生＞ 
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E… 
 日本語学科入学以前と比べ、今は、日本は中国と「親密」な国だというイメージがある。 
 具体的には、日中両国は古代から交流があり、非常に類似性が高いと思うようになった。
これは、主に書籍からの影響が大きい。  
 
F… 
 日本語学科入学以後、日本のアニメや映画などから、日本への関心が高くなった。 
 また、日本人と実際に会ってイメージが変わった。特に、礼儀正しさ。 
 さらに、日本人は「相対的な態度」を持っているというイメージが今ある。 
これは、裏と表を使い分ける、強い二面性を持つ態度と言い換えても良い。 
他には、日本＝綺麗な国、老人扶養が整備されている国。 
 
③かつての「侵略者」日本と、現在の「経済発展」、「ポップカルチャー発展」等の日本を
どのようなバランスで理解しているのか。 
 
 ＜日本語学習生＞ 
 A…  両者ともに、以前より客観視したイメージをもてるようになった。 
     現在は、日本の歴史や経済以外に、特に文化面に強い関心がある。 
B…  ここでの文化面とは、具体的に「ファッション」を指す。 
他にも、日本の自然風景（桜・富士山）にも関心がある。 
   
 ＜日本語非学習生＞ 
C… 
 まず前提として、日本人を見直すこと自体は難しい（特に、日本の男のイメージが悪い）。 
 一方、綺麗で、交通が発達した経済大国というイメージを持ち合わせている。 
 また、日本人は責任感が強く、団結力があるものの、思いやりや愛情に欠ける。 
 
D… 
 Cとほぼ同じ（「日本や日本人は悪い」という印象が根底にある）。  
 日本人は、長所と短所が共に多いと思う。 
 また、根性が強く、老人を尊敬、規律を守る。 
 さらに、一見穏やかそうに見えるが極端な性格を持っていると思う。 
 例、 
 性に関する「アダルト文化」を例に出し、穏やかで礼儀正しい側面とは、真逆に見える
行動を日本人がするとした。 
 中国では日本のアダルト産業の発展に関して、やや違和感を持ってみている。 
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 だが、日本のアニメは素晴らしいと思っている。 
 
④今後、両国の相互理解を深化させるために、どのような方法があるだろうか19。 
  
 ＜日本語専攻生＞ 
 F… 
民間組織は沢山あるが、政府の態度こそが最も大切（日本政府の態度は変わっていない）。 
 
＜日本語非学習生＞ 
C… 
日中交流は必要だが、現状では両国の真の交流は難しい（交流自体に複雑な思い20がある）。 
そのために、「戦争の問題」をしっかり追求し、「過去の問題」を謝罪すべき（ドイツの
ように）21。 
一方、今後は文化面で類似性が高いという部分を活かすべきではないか。 
結局、「交流の仕方」こそが最も重要。 
 
D… 
政府の立場、態度を改めさせるべき（個人の責任は弱いと思う）。 
民間交流が上手くいくかどうかは、政府の態度次第ではないか。 
 
＜日本語学習生＞ 
B… 
両国の国民の力が最も重要だと思う。 
特に現在は学生数が両国ともに多いので、留学生を通じた交流に期待している。 
留学生の果たす役割は、今後益々増えていくと思う。 
やはり、自分自身が本当の日本と接触していくことが、真の理解につながる。 
 
A… 
お互い隣国どうし、双方がもっと積極的に交流すべき。 
その際、客観的に相手を見るべき22。 
全世界の国々と日本を比較し、相対的に日本という国をみていくとよい。 
 
（3）インタビュー結果の分析 
 
 以上のインタビュー結果を受け、分析を行っていきたい。まず「①各学生たちの「戦争
記憶」がどのように育まれたのか」についてである。「日本語学習生」、「日本語非学習生」、
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「日本語専攻生」は一様に、教科書・テレビからの影響を挙げた。親類からの「戦争記憶」
に関する語りを挙げるものもいたが、今回のインタビュー対象者の回答に限っていえば、
特に強い影響を受けたのは教科書やテレビからであったという。また、「日本語専攻生」で
ある F が日本語学科へ入学する際、両親（特に母親）から反対をされたという回答は重く
受け止めるべきであろう。両親に反対されつつも、結果的に日本語学科へ進み、尐なくと
も F 自身はそれまで持っていた日本イメージ（または日本人イメージ）の転換があったの
は上述の通りである。また、そうした中で現在では両親に対して日本に関する話をするよ
うになっている。しかし、両親の反応は特に依然と変わらないということであった。  
以上のことから一つだけ確実に言えるのは、日本語専攻生が自らの日本イメージを転換
させ、それにより周囲の人達へも、新たな日本イメージを語っているという実態であろう。 
「戦争記憶」に関する回答からは、教科書やテレビなどから強い影響を受けて「侵略者
日本」、また総じて言えば「日本」へのマイナスイメージを持つようになったという経緯が
理解されるのである。 
ただ、これに関して一点だけ触れておきたい。抗日戦争を描いた大変有名なテレビドラ
マの一つに「小兵张嘎」がある（インタビューでも挙げられていた）。この中に「日本軍人・
斎藤」として登場する日本人俳優・矢野浩二は現在、中国のテレビドラマや映画に限らず
他の番組にも頻繁に登場する人気俳優となっている。ある雑誌において「彼の演じた日本
の軍人はそれまでの悪いだけのステレオタイプのイメージを一掃し、役柄に人間らしさを
与えた。リアルで生き生きとした日本の軍人のイメージが、尐なからぬ視聴者に認識され、
好感をもたれるまでになった」23と紹介されているほどで、彼の「軍人役」の演技が与えた
影響の大きさは既に注目されている。矢野の評価については、今回のインタビューでも、
それまで中国人俳優が演じていた日本の軍人を日本人が演じることで、「本物の日本人兵士
らしく」24見え、また彼の独特のキャラクターや表情が「面白い」、「かわいらしい」と感じ
たとの回答があった。 
このような点を加味して考えると、抗日戦争のテレビドラマを通じて「侵略者日本」と
いうイメージが形成される側面の他に、新たな日本の軍人像が形成されていく可能性もあ
ることを考慮すべきであろう。よって、テレビから「侵略者日本」、または「日本」へのマ
イナスイメージが形成されるという固定した見方自体にも限界があり、今後はより多面的
にみていく必要性があるといえるだろう。 
第二に、「②「日本語」を学習していく中でそれぞれの「戦争記憶」には変化が見られた
のか」である。この質問に関しては、「日本語学習生」と「日本語専攻生」との間で明確な
相違が見られた。具体的には以下の通りである。まず、日本語を学んで日の浅い「日本語
学習生」は、日本語を学ぶ中で日中文化の類似性に気づき、「日本」の文化面にも関心が出
てきたようである。そのため、（以前の悪い印象だけでなく）日本を客観視できるようにな
ったと回答しているが、一方で、日本の全体的イメージは日本語学習前とあまり変わらな
いと答えている。つまり、やや改善された日本イメージを持つようになったものの、依然
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として根底には、日本への悪いイメージがあると回答しているのである。 
これに対して、「日本語専攻生」の回答は異なる。具体的には、日本語を学ぶようになっ
て以降、日中両国は歴史的に「親密」な国で、その類似性に関心を持つようになったとい
う意見や、日本のアニメや映画などから、「日本」へ関心が高くなったという意見が出され
た。そして、以前持っていた「日本」に対する悪い、または悪いイメージに関する意見が
挙がらなくなかった。これは、日本語を専門として長く学ぶことで、日中交流史や、それ
による両国の文化の類似性、または日本で放映されたアニメや映画に対する関心が高まり、
それまでの「日本」イメージとは異なる印象を持つようになったといえるだろう。 
しかし、もちろん「戦争の記憶」が無くなったということではない。そうしたイメージ
も有しつつ、別の角度から「日本」への関心を持つようになったと考えるのが自然であろ
う。 
また、日本人と実際に会ってイメージが変わったという意見もあった。これは F が安徽
省の省都合肥で出会った人、日本語学科入学後に出会った教師（外国籍教師）を指して述
べた内容である25。アンケートの「日本」イメージの中で、「日本語の先生」と書いた学生
が４名いたが、中国（特に日本人が尐ない地域）における日本人教師の役割の大きさにも
今後注目する必要があるだろう。 
 第三に、「③かつての「侵略者」日本と、現在の「経済発展」、「ポップカルチャー発展」
等の日本をどのようなバランスで理解しているのか」である。この質問に対し、「日本語学
習生」は、日本の歴史や経済よりも、特に文化面に強い関心を持つと回答した。ここでい
う文化面とはファッションを指している。また、日本の自然風景（桜・富士山）にも関心
があると回答している。このように新たな日本への関心を持つ中で、「日本語学習生」は以
前の「侵略者」日本というイメージを客観的にとらえることが出来るようになってきたと
いう（しかし、「日本語学習生」の全体的な「日本」イメージにおいては、根底に「侵略者」
日本という印象が根強く存在しているという点には留意すべきであろう）。 
また「日本語非学習生」はどうであろうか。印象的だったのは「日本」イメージの前提
として、日本または日本人の「侵略者」としての印象そのものを見直すこと自体が難しい
と、「日本語学習生」「日本語非学習生」が、ともに回答している点であろう。しかし、そ
うした印象やイメージを持ちつつも、一方で「日本語非学習生」は「日本は綺麗で、交通
が発達した経済大国である」という回答や、日本人について、「責任感が強く、団結力があ
るものの、思いやりや愛情に欠ける」、「老人を尊敬する」、「規則を守る」等の比較的良い
と判断できるイメージ26も、尐ないながら持ち合わせていることが分かった。 
さらには、日本人は長所と短所が共に多い（換言すれば「極端」）とする回答があった。
これに関しては、日本における「アダルト文化」を例に出した説明があった。具体的には、
日本人は表向きが穏やかで礼儀正しいようであるが、その反面、その表向きからは想像で
きない行動（ある種、極端ともいえるアダルト文化を好む、という意味）をするというも
のであった。Ⅰ章で紹介したアンケート結果においても、日本のアダルト文化に関する回
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答が多かったことは既に述べた通りである。そうした回答が男子学生だけでなく、女子学
生からもあったことは留意すべきであろう。それだけ、日本のアダルト文化に関する認知
度が中国で高いことは間違いないし、そうした認識を通じて、ある種の「日本」または「日
本人」イメージが形成されている観があるのだ。 
最後に、「④今後、両国の相互理解を深化させるために、どのような方法があるだろうか」
である。この質問に対する回答は、大きく二つに分けられるだろう。一つは日本政府の働
き（態度や姿勢）に期待するものである。これについては、まず「過去の問題」をしっか
りと謝罪しなければ、両国の真の相互理解や交流は生まれないという意見であった。そう
しなければ、いくら日中の民間交流を行ったところで徒労に終わるという意見も出された。
もし、政府が態度を改めるなら、その以降は両国の文化面において類似性が高いという点
を生かし、相互理解を深めていけば良いという意見もあった。 
二つめは、両国の国民の働きに期待するものである。これについては、特に留学生の働
きに期待が寄せられた。現在は留学生数が両国ともに多いので、留学生の果たす役割は、
今後益々増えていくと思う。彼らを通じた交流に期待しているとの回答であった。その理
由として、自身が本当の「日本」と接触していくことが、真の理解につながるということ
が挙げられた。日本への中国人留学生が増加傾向にある今日、こうした意見には積極的に
耳を傾けるべきであろう。 
 これ以外の意見としては、もっと客観的に「日本」をみるべきだという意見があった。
客観的立場というものは言う事は容易であるものの、実際には大変難しいのが現状である。
そうした状況において、どうすれば客観的な立場から「日本」を見ることができるのかを
具体的に考えることこそが今後重要であろう27。 
 
（４）小括と今後の課題 
 
 以上の分析内容を受けて、本節のまとめを行いたい。まず、インタビューを行うにあた
り、対象学生を「日本語専攻生」「日本語学習生」、「日本語非学習生」の三つに区分けした
ことで、それぞれの異なった「日本」イメージを浮かび上がらせることができた。それは
具体的に、日本語学習歴の長い「日本語専攻生」から、二番目に学習歴の長い「日本語学
習生」、最後に全く日本語学習歴のない「非日本語学習生」という順に、日本イメージがプ
ラスのそれからマイナスのそれへと比重が変わっていった点である。これは日本語を通じ
て、「日本」に関する様々な知識・関心が高まり、日本語学習以前とは別の角度から「日本」
を見つめるようになったことが関係していると思われる。また、「日本語学習生」に関して
は、「実際の日本人に会って日本人のイメージが変わった」という回答があったように、直
接に日本人と触れることでイメージの書き換えが起こるケースも多いように考えられる。
つまり、「日本語学習生」の場合、多面的な「日本」に関する知識や情報、または体験等か
ら、新たな「日本」イメージを形成していると言えるだろう。「日本語専攻生」も日本語を
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学ぶことで、「日本」への知識や関心は高まった（特に、「日中の文化の類似性に気づき、
日本の文化面にも関心が出てきた」）と言い、「（以前の悪い印象から）日本を客観視できる
ようになった」などと回答した。しかし、その一方で「日本」イメージは日本語学習前と
あまり変わらず、悪い、またはマイナスな印象を持っているとの回答が「日本語専攻生」
の共通したものであった。そして「日本語非学習生」になると、「日本」に対し、何よりも
まずは悪い、またはマイナスなイメージが強かった。その認識の下で、日本人は「規則を
守る」など、プラス評価に繋がる回答もあった。 
この結果を受けて、三村は中国人大学生が日本語学習をすることの意義を改めて確認さ
せられた思いであった。それと、同時に「戦争の記憶」が現代中国においても根強く存在
し、それが「日本」イメージを形成することに大きく関係しているという実態を肌で知る
こととなった。 
 次に、「③かつての「侵略者」日本と、現在の「経済発展」、「ポップカルチャー発展」等
の日本をどのようなバランスで理解しているのか」に関連して、一点だけ触れておく。「日
本語学習生」、「日本語非学習生」、「日本語専攻生」の三者が、この質問にどう答えたか（バ
ランスを取っているのか）に関しては、先述の通りである。この質問事項で得られた回答
において筆者が特に注目したいのは、「日本語非学習生」である Dの回答である。具体的に
は、日本人に関しては、長所と短所が共に多い（言いかえると、「極端」）とし、日本の「ア
ダルト文化」を例に出した回答である。つまり、日本人は表向きが穏やかで礼儀正しいよ
うであるが、その反面、そこからは想像できない行動（ある種、極端ともいえるアダルト
文化を好む、という意味）をするというのが、彼の日本人イメージであった。これを要約
すると、外面的と内面的において二つの極端な表情を持つのが、彼の日本人イメージとい
えよう。 
興味深い点は、こうしたイメージは「日本語非学習生」だけにとどまらず、「日本語専攻
生」も有していた点である。例えば、Fの「今持っている日本人のイメージに「相対的な態
度」がある」という回答で、これは、「裏と表を使い分ける、強い二面性を持つ態度と言い
換えても良い」というものであった。実際に筆者が「日本語専攻生」と接する中で、そう
した彼らの日本人イメージを聞くことは尐なくない。このような日本人イメージを「日本
語専攻生」と「日本語非学習生」が共通して有しているという現象は、日本語学習の過程、
または直接日本人との接触以外において得た可能性が高いと考えられるが、その詳しい理
由や背景を、今回明らかにすることはできなかった。ただ、インタビュー中で D が「日本
のアダルト文化」を例に説明したことから判断して、彼らが元来有していた日本人に対す
るプラスイメージと日本に根強く存在するアダルト文化が、あまりにも矛盾したものであ
ると映っているのは、確かなようである。 
最後に本章における今後の課題を記す。まず今回のインタビューは、実際に中国人大学
生を対象に行ったものであり、それによって得られた結果は非常に貴重なものであったと
いえるだろう。しかし、こうした結果は、更にデータ数を重ねるとともに、様々な地域・
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年齢層を対象に実施することで、その正しさが保証される。よって更に多くのインタビュ
ーを行っていくことが重要であろう。 
それに関連してもう一点。一般的に、中国においては、特に戦争被害に関する記憶が地
域、家庭などの私的空間において形成されるという指摘28がある。しかし、今回のインタビ
ューではそうした影響よりも、むしろ教科書やテレビからの影響が極めて大きいという回
答を得た。ただ、この回答結果に対しては、回答者の個性や地域性を踏まえた更なる検討
が必要であろう。今回のインタビューを行った地域は安徽省阜陽市であり、対象にした大
学生も全て安徽省出身者である。これがもし、日中戦争時に極めて大きな戦災を受けた地
域、たとえば江蘇省南京出身の大学生などであれば、異なる結果が出る可能性は考えられ
る。よって、これらも、今後追って検証していく必要があろう。 
 
おわりに 
 
今回のアンケートで、ある女子学生は、「日本」イメージについて、以下の４つの語句
を挙げた。「『東京愛情故事（東京ラブストーリー）』、『桜桃小丸子（ちびまる子）』、
南京大屠殺、靖国神社」。 
またある男子学生は、10 個も列挙した。「①ＩＴ産業、②経済発達、文化的素質高い、
③野蛮、軍国主義、④中国侵略戦争、⑤東条英機は大悪人、⑥日本の女の子はとても奇麗、
⑦日本人は人を侮る、⑦松下（パナソニック）はとても良い、⑨日本の映画はとても良い、
⑩アメリカの手先（犬）である」（原文〈中国語〉の順序に従った） 
彼はさらに「日本について学びたいもの」として「ヒップホップ、ラップミュージック、
漫画、街舞（ストリートダンス）、電子産業」を挙げているが、その一方で「日本の歴史
はゴミの歴史で、一つも学ぶものはない」「日本政治は混乱してダメ」と述べている。 
本稿では、現代中国の大学生が持つ「日本イメージ」の特色をアンケート分析およびイ
ンタビューによって、見てきた。そこから、彼らが、日本の現代文化・社会への強い関心
と戦争記憶の問題を二つながらに有している事情などを明らかにしてきた（29）。この項の
冒頭に挙げた二名はともに「今どきの大学生」と推察されるが、現代日本文化を積極的に
評価しつつも、戦争には厳しい目を併せ持っている典型である。 
われわれは、現代中国の大学生たちの日本への最大の関心が、アニメや映画・ドラマの
ような大衆文化であるならば、それを入口として、彼らがより多面的な日本情報を収集し、
現実の「日本」理解を深化させていくことに、まず期待するところがある。そして「日本
語学習」に取り組んでいる中国の若者たちが、「日本」知識の量をさらに増やしていくこ
とは、未来を共に構築していくための資源を多く持つことと同義と考えている。 
しかし、現代日本への関心がどんなに高まったとしても、歴史に関わる問題は、それ自
体として解決しなければならないことも明らかになった。歴史の重さに真摯に向き合い、
相互理解と融和を尐しずつでも進めていく必要を感ずるところである。 
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また最後に付け加えたいのは、中国側に一方的に「正しい日本」理解を求めるだけでは
なく、日本の中国理解も深めること、すなわち相方向的な理解を進めることの重要性であ
る。「日本」イメージを正す作業は、同時に日本の「中国」イメージ（認識）の内実もま
た問われていることを自覚した上で、行われなければならない。日本に住む者たちが、た
とえば、中国の「三国志」についての知識が豊富であっても、中国の現代文化・社会の実
情をどれだけ知っているのだろうか。現代日本で忍者を探そうする外国人を笑うわれわれ
が、一方でどこまで外国の「現在」を理解しているかを自問してみることは、やはり必要
であろう。 
 
 
【付記】 
 アンケート調査およびインタビューを中核とする本稿をまとめるにあたっては、多くの
人たちの協力を得た。とりわけ、以下の人々には、記して謝意を示したい。阜陽師範学院・
籐雪麗先生、牛冬婭先生、梁麗先生、上海師範大学・呉偉民先生、湖南大学・張佩霞先生、
張昕先生、武漢科技学院・孫麗華先生、復旦大学・張翔先生。 
見城について言えば、2009 年 10 月から 2010 年 3 月まで、サバティカル研修を得て、上
海師範大学外国語学院に受け入れていただいた成果の一つが本稿となる。日本語学科長の
王軍彦先生、受入教員の呉偉民先生には滞在中、大変お世話になった。改めてのお礼を申
し上げたい。 
一方、三村は勤務校である阜陽師範学院の大学生約 700 名にアンケートに協力してもら
い、またアンケート用紙配布に関して同僚の先生方に積極的に御協力頂いた。さらに、イ
ンタビューにあたっては阜陽師範の学生が快く協力してくれ、三時間以上にも及ぶ充実し
たインタビューをすることが出来た。本稿完成にあたり、御協力頂いた方々に、重ねての
感謝の意を表したい。 
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《資料１》 
現代中国の大学生が持つ「日本」観についてのアンケート 
  性別（男・女）  学年（    ）  出身省・市 （           ） 
   日本に行った経験 （有・無） 
  
１、あなたが、「日本」と聞いてイメージするものを、自由に書いてください（複数あげて
くれても良いです）。 
 
 
 
 
２、あなたが「日本」について学びたいのは、どのような内容ですか。以下から選んでく
ださい。 
２つ以上を選んでも良いですが、その時は希望する順位を冒頭の（ ）内に入れてください。 
  また、具体的に想定している内容があれば、例えば、「日本の現代文化・・マンガ文化につ
いて知りたい」などと、書いてください。 
① （  ）日本の伝統文化    
〔具体的に     
    
② （  ）日本の現代文化    
〔具体的に     
   
③ （  ）日本の歴史    
   〔具体的に    
     
④ （  ）現代の日本政治    
〔具体的に    
    
⑤ （  ）現代日本の経済・産業 
〔具体的に        
 
 ⑥（  ）その他          
〔具体的に  
 
⑦特別に学びたいことはない 
                      ご協力ありがとうございました 
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 关于现代中国大学生的‘日本’观的问卷调查 
         性别（男*女）   学年（    ）   出生省*市（               ） 
         是否有去过日本的经历  （有*无 ） 
  1、你听到‘日本’时所想到的是什么，请随便写。（可以列举多个） 
 
  
 
 
  2、关于日本你想学习什么内容，请从下列各项种选择回答。 
        可以选择多项，如果选择多项的话请在（  ）之中标明先后顺序。如果有更具体
的内容（比如‘想了解日本的现代文化* *漫画文化’等等 ）的话也请写上。 
① （   ) 日本的传统文化 
 具体 
 
 
② （  ）日本的现代文化 
 具体 
 
 
③ （  ）日本的历史 
具体 
 
 
④ （   ）现在日本的政治 
 具体 
 
 
⑤ （    ）现代日本的经济、产业 
具体 
 
 
⑥其他 
  具体 
 
⑦没有特别想学的东西 
                                                       谢谢您的合作 
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《資料２》 
2010年 3月 10日(日)実施 
「日本イメージ」に関するインタビュー 
はじめに… 
阜陽師範学院をはじめ、中国の大学生を対象にアンケートを実施(総数 1452名) 
彼らの「日本イメージ」を調査。結果は、日本語教育や留学生教育等に活かす予定。 
 
●アンケート結果より出た問題意識… 
  アンケート結果において、顕著な部分 
  日本語専攻生…日本への関心は非常に高い。「戦争」イメージは相対的に低くなっている。  
非日本語学習生…日本の関心はあるものの、特に「戦争」イメージが高い。 
  ↓ 
日本語専攻生と非学習生との間で顕著な違いをどのように考えればよいのか。 
その検証も兹ねて、より具体的な質問を今回のインタビュー内で実施。 
 
●質問事項 
① 各学生たちの「戦争記憶」がどのように育まれたのか。 
 
 
② 「日本語」を学習していく中で、それぞれの「戦争記憶」には変化が見られたのか。 
 (「戦争記憶」は退いたのか。退いていないのか？ また、学習の過程で「戦争記憶」に
変化が生じたとすれば、その理由は何か） 
 
 
③ かつての「侵略者」日本と、現在の「経済発展」、「ポップカルチャー発展」等の日本を
どのようなバランスで理解しているのか。 
 
④ 今後、両国の相互理解を深化させるために、どのような方法があるだろうか。 
A、自分自身として 
 
 
B、日本政府あるいは日本国民の側から 
 
 
C、日本語教育担当の教師の側から(もしあれば) 
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1 日本学生支援機構（JASSO）の HP参照。
http://www.jasso.go.jp/statistics/intl_student/data09.html 
2 国立大学法人千葉大学・国際教育センター・准教授。 
3 安徽省・国立阜陽師範学院・外国語学院（信息工程学院兹任）・外国籍教師。 
4 『国際教育』１号、千葉大学国際教育センター、2007年 3月。この論考は、ウェブ上で公開
されている。http://www.international.chiba-u.ac.jp/pdf/library_12.pdf。 
5 復旦大学でのアンケート紙のみ、「日本語学習の有無」の項目を設けた。同大学では「歴史」
の授業を受講している学生（専攻が様々であった）を対象としたためである。 
6 安徽省阜陽市にある国立大学。全 15 学院（学院は学部を指す）を有し、加えて独立学院であ
る信息工程学院が設置されている。約 2万人の学生達が学び、その内、日本語学科には約 240
人の学生が所属している。なお、日本語学科は外国語学院、信息工程学院の二つにそれぞれ設
置されている(HP；http://www.fync.edu.cn/ch2009/)。 
7 湖南省長沙市にある国立の重点大学。人文社会学・外国語学など26の院系を持つ。約3万名が
ここで学んでいる（HP；http://www.hnu.cn/）。 
8 湖北省武漢市にある公立大学。2010年 3 月 19日に「武漢紡織大学」と改称した。20の院系を
持ち、学生数は約 1.3 万人いる（http://www.wtu.edu.cn/）。なお、外国語学院はあり、日本語
の講義は提供されているが、日本語学科は設置されていない。 
9 上海市立の総合大学（市の重点大学）。18 の学院を持つ。学生数は約 28000 名。さらに社会人
学生が 14000名いる。（http://202.121.48.125/Default.aspx?tabid=1761） 
10 中国の最重要重点大学の一つ。29 の系・学院を持つ。学生数は、約 3万人。社会人学生らを
合わせると、総計で 5 万人になるという。（http://www.fudan.edu.cn/） 
11 内モンゴル自治区赤峰市にある国立大学。19の系からなる。学生数は約 8500名
（http://www.cfxy.cn/）。赤峰学院日本語学科生は、上海師範大学日本語学科で日本語を学ぶ
プログラムを持っている。師範大でアンケートを実施した時期に滞在中で、彼らにも回答して
もらうことを得た。 
12 『北海道新聞』2008 年 12月 30 日、09年 1 月 20日。『北京週報（日本語版）』09 年 2月 3日。
この映画は 08年 12月に公開され、1ヶ月で 42億円もの興行収入を挙げたという。日本では『狙
った恋の落とし方』あるいは『誠実なお付き合いができる方のみ』という邦題で公開された。 
13 見城（2007）ｐ６。 
14 実際の質問用紙については、本稿末尾に資料 2 として添付している。なお、このインタビュ
ーは、2010年 3月 10日(日)に実施した。 
15 特に強い影響を受けた(または、強い印象が残っている)具体的なテレビ番組以外に、映画に
関しても同様の質問をした。それによると、｢地道战｣、｢南京大屠杀｣、｢南京！南京！｣等の名
前が挙がった。その際、印象的であったことは、中国では戦争(特に抗日戦争)に関するテレビ
番組や映画で学生達が強い印象を持っているものは多数あり、選ぶのに困るという回答であっ
た。そうした点から見ても、テレビや映画が与える「戦争記憶」は大きな影響力を持っている
と言ってよい。 
16 これは、「日本人は軍国主義的志向が強い」という内容を指しているとのことであった。 
17 実際の遣り取りとしては、「絶対日本語学科に行くのを反対するのではないが、他学科(例え
ば、英語学科)へ行くよう何度も勧められた」と言う。なお、F は自宅で時々日本に関する話を
するが、それに両親が関心を示す様子は見られないとのことであった。 
18 ここでの「先生」とは、日本人教師ではなく中国人の日本語学科の教師を指している。これ
は、日本語を指導する教員が日本人であろうと外国人であろうと、その教員の仕事態度から中
国の大学生の日本イメージが改善されることを示唆しているのかもしれない。ただ、このよう
な回答はただ一人のみであり、判断を下すことは難しい。今後、追って調査すべき点であろう。 
19 この質問項目に対しては、特に聞き取り項目を区別して聞かず、それぞれの学生たちがまと
めた考えを聞いた。よってこの項目に限り、個別の意見ごとに掲載している。 
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20 これは、「戦争責任を政府がしっかりと謝罪してからでないと、中国側の人々は納得して日本
と交流ができない」という内容を意味している。 
21 粟屋憲太郎等編『戦争責任・戦後責任 日本とドイツはどう違うか』（朝日新聞社、1994年）
は、このテーマに関する議論に詳しい。 
22「客観的に相手を見る」とは、具体的に中国側からのみ日本を見ようとするのではなく、世界
的な視野から、相対的、または多面的に日本をみようとすることを指す。 
23「特集３ インタビュー 中国で活躍する日本人俳優 矢野浩二・人気の秘密」『人民中国』東
方書店、2010年 1月号、26 頁。 
24 それまでの抗日戦争を扱ったドラマでは、中国人俳優が日本の軍事役をやり、かつ中国語で
演じるというものが多かった。それを実際の日本人である矢野浩二が日本語で演じたというこ
とで、その演技に強いリアリティを感じたという回答があった。 
25 なお、Fが日本語学科入学後に出会った日本語教師は二人いる。元々「日本人は無口」で、全
体的に悪いイメージを持っていたが、日本人教師達に会って以降、思ったより「日本人は朗ら
か」であり、その全体的なイメージも良くなってきたと回答した。ちなみに、日本語学科のも
う一人の学生である E も、実際に日本人教師と触れ合うなかで、以前有していた日本人イメー
ジが変わった（「日本人は仕事ばかりする」というイメージから、「日本人は仕事以外の娯楽や
ファッションにも関心を持っている」というものへ変わった）と回答している。二人の回答は、
現在阜陽師範学院に勤務する日本語教師だけでなく、以前勤務していた日本語教師も含んだ回
答である。よって、この回答は今回のインタビューを行った日本語教師(三村)に対しての配慮
から出たものというのではなく、確たる信憑性を持つものと判断してよいだろう。 
26 それにしても、日本人は「責任感が強く、団結力があるものの、思いやりや愛情に欠ける」
との「日本語非学習生」の回答に代表されるように、日本や日本人イメージの良い部分を語る
際に、必ずといっていいほど批判的なイメージが付随して挙げられたのは印象的であった。 
27 現代中国人の感情として、まだまだ客観的な立場から日本を見る行為自体が困難な現状にあ
ることを、何よりまず抑えておかなければならない。そのうえで、日本語教育や留学生教育の
現場が中心となり、歴史学界などとの協力により、今後何が出来るかを真剣に議論していく場
が不可欠であろう。 
28 川島真「歴史対話と史料研究」（劉傑・三谷博・楊大慶編『国境を越える歴史認識―日中対話
の試み』、東京大学出版社、2006年、349 頁）参照。 
29 工藤泰志編『中国人の日本観 日本人の中国観』(言論ＮＰＯ、2008年 5 月）には、2005～2007
年の３年間に日中両国で行った世論調査の結果が、「中国の一般人世論」と「中国大学生世論」
とに分けて紹介されている。後者については、北京大学、清華大学、中国人民大学、外交学院、
国際関係学院の在籍生 1096 名から、専攻・学部・性別・出身地を考慮して、調査をしたと言う。 
本稿のテーマと同一の「日本について思い浮かべるものは何ですか（指定された語句から３つ
を回答）」と尋ねた結果、大学生の回答で最も多かったのは「桜」で 51％、次いで「南京大虐
殺」の 41.9％、「靖国神社」の 36.6％、「日本軍」の 31.6％、「電化製品」の 27.7％であった。
ここでも、戦争をめぐる語句と「電化製品」が拮抗している結果となっている。 
一方、われわれが尋ねていない項目に「相手国の印象」がある。中国大学生の回答は「良い」
4.2％、「おおむね良い」31.1％、「あまり良くない」51.1％、「とても悪い」13.5％、に分かれ
た。ここでは、「良くない印象を持っている」と答えた人に、「その理由は何ですか」と追加し
て尋ねている。その結果、中国の大学生の 74.1％が「歴史問題が解決されていないから」、57％
が「日本の指導者が中国人の国民感情を傷つける言動や行動を取るから」と答えたという。つ
まり、中国学生たちが「歴史認識」に関わる箇所に強いイメージを持っていることが、こちら
のアンケートからも確認されるのである。 
